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明治後期における旧制高等学校受験生と予備校

ＥｘａｍｉｎｅｅｓｏｆｔｈｅＨｉｇｈｅｒＳｃｈｏｏｌｓａｎｄＹｏｂｉｋｏｓｉｎｔｈｅ

ＬａｔｔｅｒＨａｌｆｏｆＭｅｉｊｉＥrａ

吉野剛弘＊

Ｔα“ﾉｚｊｍＹｂｓ加冗ｏ

AfterKotogakko-Rei(ImperialOrdinanceRelatingtoHigherSchools)ｉｎ1894,asapplicants

forhigherschools(KyuseiKotogakko)increased,theentranceexaminationofhigherschools

becameharsh・Ｔｈｉｓａｒｔｉｃｌｅｆｏｃｕｓｅｓｏｎｈｏｗｅｘａｍｉｎｅｅｓｐｒｅｐａｒｅｆｏｒｔｈｅｅｎｔｒａｎｃｅｅｘａｍｉｎａtionin

thelatterhalfoftheMeijiera(approximatelyfroml895tol910)andhowyobikos(preparato‐

ryschoolsfortheentranceexamination)developedaccordinglyinthosedays・

InthelatterhalfoftheMeijiera,mostofexamineeslongedfortheadmissiontolchi-Ko(The

lstHigherSchool，ｉｎTokyo）andmanyexamineesofthosedayspreparefortheentrance

examiｎａｔｉｏｎｉｎＴｏｋｙｏ・Ｔｈａｔｉｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅｄｅｒｉｖｅｄｎｏｔｏｎｌｙｆｒｏｍｔｈｅｌａｃｋｏｆｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ

ｆｏｒｔｈｅｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｃｏｕｎｔｒｙｂｕｔalsofromexaminees，longingforthemetropolis,Ｔｏｋｙｏ・

Ｄｅｓｐｉｔｅｔｈｅｆｒｅｑｕｅｎｔｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｓcreeningmethod，ｔｈｅｔｅｎｄｅｎｃｙａｎｄｔｈｅａｔｔｉｔｕｄｅｏｆthe

examineesdidn'tchangebecauseoftheprivilegehigherschoolstudentcouldenjoy・

YobikosdevelopedespeciallyinToｋｙｏｔｈａｔｈａｄｍａｎｙｓｔｕｄｅｎｔｓ・Ｔｈｏｕｇｈｙｏｂｉｋｏｓｈａｄｂｅｅｎ

ｉｎｅｘｉｓｔｅｎｃesincetheearlyMeijiera,theychangedintotheeamestl,yearinstitutionsforthe

preparatiｏｎｆｏｒｔｈｅｅｎｔｒａｎｃｅｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎ・Ｔｏａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｅｙｏｂｉｋｏｗａｓｐｒｏｆｉｔａbletothe

administratorbecauseitｃｏｕｌｄａｔｔｒａｃｔａｎｕｍｂｅｒｏｆｓｔｕｄｅｎｔｓ．

はじめに

１８９４（明治２７）年の高等学校令により，それまで存在

していた高等中学校をもとに旧制高等学校が成立した。

この旧制高等学校は１９１８（大正７）年の高等学校令改正

により当初専門教育機関として構想されながら大学の予

備教育機関となっていたものから高等普通教育機関へと

その性格を変えることになるが，１９５０（昭和２５)年まで

存続したのであった。

日清戦争から日露戦争にかけての間に，中学校の学校

数は増加し，進学者も増加した。この中学校の増加に

よって小学校から帝国大学にいたるまでの学校階梯が実

質的に完成することになるが，こうなると学力的にもか

つてより高い中等教育修了者が多く輩出され，帝国大学

＊慶雁義塾大学大学院社会学研究科教育学専攻博士課程

（日本教育史）

への進学が事実上保証されている旧制高等学校への入学

志望者が増えてきた。しかし当時は予算不足などの理由

もあって学校増設は難しかったため，その入学試験の競

争率は１８９８（明治３１）年には２倍をこえ，１９０１（明治

34）年には３倍となり，その後倍率が低下する年もあっ

たが全体としては上昇した。受験者が増える以上旧制高

等学校入試も年々厳しくなっていった。１９０２（明治３５）

年に総合選抜制が導入され，それは１９０７（明治４０）年

まで続いた。総合選抜制は，「各高等畢校大事稼科に畢力

優等の者を入事せしめんが篇め来事年より入畢試験は問

題を同一にし同一試験委員をして其答案を調査採黙せし

めんとす」という第６回高等教育会議（1901（明治

34)．11.25～30）に提出された諮問案の前文からして，

当時盛んに言われていた高等学校増設を要求する世論の

流れ’とも，また学制改革論議の中での旧制高等学校廃

止を求める声２とも全く無関係であり，あくまで成績優
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秀者を採ることを企図していたものであることがわか

る。当時東京と京都の２つしかない帝国大学の学生を供

給する高等学校の学生が，高等学校入学時においてその

入学する学校によって合格基準となる学力が違うという

ことでは困るからである。

しかしその一方で入試に対する批判もあった。総合選

抜制に対する反対や疑義を唱える声は導入前から存在し

たし３，難問奇問を指摘する声も１９０５（明治３８）年ごろ

にはあがっていた。またその年には政府の側からも試験

問題に関する通牒などで難問奇問を排除することが指示

されていたし，その年度の入学試験の報告ではそのよう

な通牒を踏まえて入試問題の難易度に注意したともあ

る4。そして，かねてから問題となっていた中学校との学

力的な接続の問題については，１９０６（明治３９)年の文部

省の中学校長への調査によると高等学校入試は難しすぎ

るという意見が多かったことからして，この時期に至っ

ても解決されなかったといえる。

この総合選抜制に限らず明治後期の旧制高等学校入試

においてはしばしばその選抜方法に改革がみられた。

１８９４（明治２７）年の高等学校令以降，１８９６（明治２９）

年に高等中学校期以来残っていた学区制を廃止し，

1900（明治３３）年に入試[l程を各学校共通にし，翌

1901（明治３４）年には共通問題で入試を行うことにし，

総合選抜制廃止後の１９０９（明治４２）年からは再び共通

問題で選抜を行うことになった5。その意味で明治後期

の旧制高等学校入試は共通試験や総合選抜制により適格

者選抜の性格をより強める方向性を模索しつつも混迷を

極めていたということができる6．

旧制高等学校入試が混迷を極める中で，その受験生は

どのように受験準備にあたっていたのだろうか。また，

これまでの筆者の研究7によれば，現代のような１年間

の受験準備教育を施す予備校の発生は明治３０年代のこ

とであり，明治３０年代後半からその数を増やしていく。

さらに模擬試験が行われるようになるなど，ちょうどこ

の時期にいわば受験社会の雛形が成立するのである。そ

こでその予備校の設立理由が問題になるが，これに対す

る明確な回答はこれまでのところ存在しない。当時の予

備校はその設立形態から４種類に類別されるが8，これ

までの研究で設立の経緯を十分に説明しうるのは私立大

学系の予備校のみである。このタイプの予備校は１９０３

(明治３６）年の専門学校令を受けて設立されたと考える

ことができる。その他の予備校の設立に関しては，教育

制度の整備による高等学校受験者の増加をうけて設立を

みたという以上の説明はないのである。需要に対する供

第５１号２０００

給という意味においてその説明自体は誤りではないが，

度重なる入試改革が何らかの影響を与えているというこ

とはありえないのだろうか。

ところで，この時期の受験生や予備校に関する先行研

究は決して多くはない。受験生という匿名の集団の実態

は伝統的な教育史の手法ではとらえにくいものであった

し，予備校についても正規の学校系統からは外れたもの

であり，その実態を示す公文書等の一次史料に乏しいか

らである。その中で本論文の先行研究となりうるものを

あげておくことにする。受験生の動態に関する研究は教

育社会学における社会史研究のものがあり，その代表的

なものとして竹内洋｢立志・苦学・出世」(講談社現代新

書，1991）があげられるが，時代的に広範にわたるため

特定の時期の実態についての詳細な分析に乏しい部分が

ある。しかし，その方法論は大いに参考になることも事

実であり，本論文でも竹内の手法にのっとり，雑誌『中

学世界」や進学案内書などを用いて受験生の実態を明ら

かにしていく。予備校に関しては竹内の前掲書でも言及

が見られるが，もっとも詳細な検討をしたものとしては

関口義「各種学校の研究⑥－明治後期における各種学校

(4)－」（『各種学校教育」第７号，1965）がある。しかし，

関口論文は各種学校のひとつとしての予備校という研究

であり，当時の実態という意味では情報に乏しい。そこ

で，予備校に関しても雑誌なども参照しつつその実態に

迫ることにする。

１．旧制高等学校入試と受験生

（１）受験生と学校選択

明治後期の旧制高等学校において学校間格差が存在す

るということは，当然のことながらその学校を受験する

受験生の学校選択に影響を及ぼすことになる。ここでは

受験雑誌の記事などをもとに受験生の高等学校選択に対

する意識の実態を見ていくことにする。

当時の受験生によく読まれていたと考えられる雑誌に

『中学世界」というものがある。この雑誌は１８９８（明治

３１）年に当時遊学案内書を発行していた東京博文社から

発行されていたものであるが，明治３０年代後半からそ

の中に占める受験関係の記事の割合が次第に増加してい

く。そして，1906（明治３９）年より年３回の増刊号の1

つは受験関係のものとなるに至った。明治３０年代後半

以降の「中学世界」における受験関係記事は表ｌのとお

りである。受験関係の記事は以下の二つに大別できる。

一つは，１９０７（明治４０)年より毎年見られる入学試験の

総括をする記事のような入学試験一般に関する編集部が
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3３

1９０８．３

６

号発行年月著者巻 記事

９

入学試験の今昔

一高受験者心得

一高入学試験雑話

一高受験案内

高等学校入学試験受験日記

東京中学と地方の中学

一高受験の四日間

学生と受験

最近受験界の趨勢

高等学校受験案内

受験四日間

受験学生の巣窟

高等学校受験準備の一年

高等学校

高等予備校

当年の受験界

向陵突城記

一高受験記

誰れか一高の堅塁を抜く乎

三高受験案内

僕の受験経験談

四高事情

当年の競争受験界

各高等予備校の内容

当年の競争受験界

３
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３
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９
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７
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１

１

９

ｊ増く

４
７
０
３
７
８
０
２

１

１
１

不知火

某係官

八鉄子

ＸＹＺ

烏渓生

一受験生

安部磯雄

1０

ＳＮ

－受験者

P・Ｐ.Ｐ・

紫雨1１
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表ｌ「中学世界」における受験関係記事

１
Ｊ
ｊ

増
噌
増

く
く
く

1２（増）

２
４
２

１
１

生
生
兵

北
激
老

大
翠
一

1９０９．３1２４

平凡生

して答案を作らば其以上は何鮎とならうが知ったことに

は無之候へども，今暇に念の罵此事を調べ見るも満更無

盆なことには有之まじく候。文部省の統計と云ふを見る

に，今総黙を百鮎と暇定して換算すれば，八十黙以上の

得黙者全国に十一名あり内九名は一高なり，一高に最も

多きは六十黙以上七十黙までの得黙者にして，全国を通

じて最も多きは五十黙以上六十鮎までの得黙者なり，四

十銘以下の得黙者は僅かに四高，五高，六高，七高に少

数を見出すのみ。之に依て見るも一高に入学の御志望な

る以上は是非とも七十黙以上を得るの御決心を要し候｣９

と言っている。８０点以上の受験者が９人いた年は現段

階では分からないが，この数値が正しいのならば１９０５

(明治３８）年度入試のものであろう'0。そして，その翌年

に『中学世界」に掲載された記事では，学校選択につい

てもう少し詳しいアドバイスが見られる。

９

１９１０．３

９

1３

執筆した記事であり，もう一つは受験経験者が寄稿した

体験記である。ところで，このような体験記の中身を見

ると圧倒的に一高関係の記事が多いことがわかる。この

ような記事が多いということは何を意味するのかといえ

ば，多くの読者，すなわち高等学校を受験する学生たち

が一高の受験体験記を求めていたということである。あ

るいは，一高に受かるくらいの者でなければ体験記は書

けないと考えることもできるが，どちらにしても一高優

位という体制であることにかわりはない。一高以外の高

等学校を第一志望にしていた学生はもちろんいたにせ

よ，基本的に受験生の学校選択は，一高を軸に動いてい

たということができる。では，具体的にどのようなこと

が言われていたのだろうか。

学校選択に関するアドバイスは一高の受験体験記には

少なく，もう少し一般的な記事に多い。なぜなら一高の

受験体験記は性々にして一高が第一志望であることを前

提とした上で，入学試験のまさに実体験を記述したもの

が多いからである。まずは，一高を第一志望校としてす

すめるものについて検討する。ある受験者は一高に入る

ための入学試験の得点について「勿論自分のベストを壷

無論，第一志望は東京でなければならぬ。さて，第

二志望は何虚にするか。三高乎，二高乎，それとも

四高乎。但しは六高乎。此の黙は各自の郷里との闘

係もあるだらうし，又，他に事情も種々あって，他
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人の断定を待っ事は出来ないが，今姑らくこれ等の

篠件から全く離れた虚で，畢生一般の傾向を調査し

て見ると，矢張，三高が第一位，次に二高，五高と

云ふ順序である。そして，七高などに至ると，志望

者が最も少ない。少し珊菊のある青年達に云はせる

と，「七高何かに這入るのは恥辱である｡」だの，『三

高，二高一四高でも外れたら，椅麗に諦めて，来年

更に試験を受け直すばかり｡」だのと，公言して居る

が，而も多くの畢生はこれに一致して居るらしい。

鹿見島への流刑はよくよく厭であると見える。

それで斯う云ふのが畢生一般の意向である以上，

（尤も，中には何虚でもない，鹿見島だらうが，八

丈ヶ島だらうが，高等畢校にさへ入畢出来れば，そ

れで我が事了るのである，などの消極派もないでは

ないが）勢い，地方の畢校に，比較的成績の劣等な

のが廻はる事となるのは止むを得ない'１。

この記事における高等学校の序列は，基本的に成績面で

の高等学校の序列と同じである。これは試験の結果と受

験生の意識のどちらが原因ということでもなく，双方が

刺激しあうことで拡大再雄産されたものであるといえよ

う。しかし，この記事の蛎者は必ずしもこの状況を支持

していたわけではない。彼は一高のこのような志願者殺

到の状況を論じて，「余輩は寧ろ，畢問に都郡の厘別なし

と云い，都曾の地，必ずしも良教師を養はぬと云い，望

問するには地方こそ却って理想的だなどｈと云って，功

名に熱し，文明生活の美酒に飢え，一にも二にも東

京々々と，首都崇拝の絶頂に達せる青年畢生を一時的に

誤魔化し去らうとするやうな傾向のあるのを見て，その

拙劣なる策喜に驚き，兼ねて識者の浅慮を偶笑するもの

である｣'２と言っている。これ以外にも一高人気を批判

的に見る記事もあった。某係官と称する人の『中学世界』

に掲載された談話によれば，一高は入学試験が難しいか

ら優秀な学生が多いと考えるのは早計であって，単に志

願者が殺到するから難しくなってしまうのであるとい

う'3。さらに激しい一高志願者殺到への批判もある。

『近きに附け」此一語で充分だ。念のため，言ふなら

ば，即ち仙墨の人は二高を受けよ，鹿見烏の人は七

高を受けよ，と言ふ事である。

(中略）

地方の人が態々東京へ出て一高を受けやうとするの

は，大半つまらぬ動機からだ。折角地方の中畢を優

等で卒業しても，地方の高等畢校へ入ったのぢあ詰
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らないとか，一高に入ったと云ふと，他人に浦山し

がられるだらうとか，鮫少し菊が利いた所で，大事

に入ってからも一高出身の者は成績が宜いさうだか

らなどと，自分も一高に行けば，地方の中事に居た

時と同様優等でも採る積である'4。

この筆者が言うことはある意味で事実なのだろう。しか

し，東京の一高を受けようとする地方出身者を一概に問

題視することはできない。東京は当時の日本において文

字通り大都会であったわけだし，また東京と京都の帝国

大学を比較すれば,東京の方が充実しているといえる'5。

さらに成績優秀者の進学先から推測するに，一高は隣接

する東京帝国大学に多くの学生を送り込んでいたと考え

ることができるのである'6。また，医科大学に進学する

ことになる第三部では卒業生の何割かが東京帝国大学へ

進学し，そのあとの何割かが京都帝国大学，そして残り

が福岡医科大学というふうになっていたようである'7．

これらの事実を勘案すれば，成績優秀者が多いと考えら

れていた一高に志望者が集まることは必然性があったと

考えられないこともない。

(2)上京遊学と学習方法

明治後期の受験生にとって，一高は東京に対する憧撮

と相侯って非常に大きな存在であったといえる。しか

し，受験生における東京への憧僚は一高志望という形で

あらわれるだけではない。当時は中学校を卒業して高等

学校の入学試験まで３ヶ月程度あるわけだから，それま

での間の受験に向けての準備方法においてもやはり東京

という都市の存在が大きな問題となった。次章でも検討

するように，東京に出て勉強をするのは決して意識の問

題に限ったことではなく，教育機関の充実度などといっ

た物理的な問題もあることは事実だが，ここでは受験生

側の意識という点を中心に検討することにする。

当時は，東京へ出てくるということだけでも一苦労で

あった。１９０２（明治３５）年の「東京遊学案内』には地方

から東京までの，そして東京市内の電車の路線の案内が

掲載されているほどである１８°よって，必ずしも上京を

すすめる意見ばかりがあったわけではなかった。一高受

験者のためにかかれた記事においても，「何々速成科と

か何々像備校とか様々の射利的肇校も有之候へども，之

は出ねばならぬと申す程大切なものにても有るまじく，

寧ろ家にいて静かに勉強致し候方或は得策かと存候｣'９

とあり，必ずしも上京をすすめてはいない。さらに前節

でもあげた某係官も，東京には図書館もあり学者も多く
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研学の便宜も多いとはいうものの，その他の誘惑も多い

ので地方で準備をしたほうが安全かもしれないといって

いる20。さらに七高や八高で繰り上げ入試の行われてい

た時期にはもっと実質的な意味での問題もあった。繰り

上げ入試は６月上旬頃に行われるので，６月末まで授業

を行う予備校に通っているだけでは学習が追いつかない

のである。また，その他の学校を受ける場合でも結局自

学自習が必要で，学校へ行く気がなくなるので自宅で準

備したほうがよいというのである2'。

しかし，東京で学習をすすめることについて賛意を示

す意見も当然あった。以下に示すのは，東京の中学校と

地方の中学校を比較した記事の一部である。

○東京の中里には，大抵補習科がある。地方にもな

いことはないが，あった虚で生徒は少ない，東京の

中畢補習科は，皆満員である。つまり地方の中畢卒

業生は卒業後直に賞業につくか，或は高等の畢校に

進まうとして東京其他の専門畢校所在地へ出かけ

て，人畢準備をするから，補習科の必要はないのだ，

虎が徴兵猶像の問題がやかましくなったから，今年

から各府聯立中事にも余程補習科が出来たやうだ。

。だから東京の中肇補習科には，其中畢の卒業生ば

かりでなく，地方中畢の出身者も多く入事して居

る。中には専門肇校へ入肇しやうとして，見事失敗

して，逆戻りして居る者も多い，又徴兵猶像のため

に人蕊し居るものも多い。東京の中畢補習科は落ち

武者の集合所たる観がある。

○東京中躍は語畢が割合進んで居るやうだ。他の畢

科は大差ない。これは東京には中肇以外に英語研究

所も漂山あるし，同書館もあるから，畢校で難解の

所は，いつでも敦はることが出来るからであらう22。

この記事そのものは特に上京遊学をすすめるものではな

いが，地方の学生が上京して補習科などに入学している

実態を如実に示しているし，受験科目の中で最大のネッ

クとなっていた外国語の学習環境という点において東京

が優位であることも示している。上京遊学をすすめるも

のはさらにある。前節で一高を第一志望とすべきだとい

う見解を示したものとして紹介した筆者は，早くより上

京している方が，どちらかといえば利益が多いと言って

いる23ｏその理由としては，上京を早くすることによる

利益としては，東京にはさまざまな学校の受験科がある

こと，優秀な教師が多いこと，受験専門家といえるほど

経験をつんだ学生が沢山居ること，地理に明るくなれる

ことをあげている24.

,906（明治３９)年に京都帝国大学自彊会の同人が｢学

界之先縦青年修学指針」という本を出版した。すでに

大学に入った学生が後輩に対して中学生活から大学人学

までのさまざまな心得について書いた本なのであるが，

その中で当然ながら高等学校入試についても触れてい

る。この本では高等学校入試に向けての学習のあり方と

しては，中学校での真面目な学習が大切だとして，特に

四，五年での学習をしっかりやるようアドバイスしてい

る25。これだけでは自宅準備をすすめていると考えられ

なくもないが，この本全体としては上京遊学を推奨して

いる。その理由としては，外界に刺激され奮発すること，

教育機関が豊富であること，他の学校で他の教師に触れ

ることに意義があるということをあげている。しかし，

長所ばかりでないことも認識しており，心を多岐に迷わ

せること，習慣の変化から勉強に集中できず，悪風に感

染する危険があるということを上京の短所としてあげて

いる26．

入学試験に向けての学習方法はさまざまである。しか

し，受験雑誌などにあらわれた意見としては，上京して

何らかの教育機関に入った方がよいというものが多く，

また実際にそうしている学生が多いという状況を示して

いる。上京遊学をすすめる理由も多岐にわたっている

が，東京は都会であること，そしてそれにより受験対策

の教育機関が多いことがあげられている。では，その受

験準備教育機関としての予備校はどのような状況にあっ

たのか，次章ではその点を検討する。

2．旧制高等学校入試と予備校の動向

(1)予備校の動向

総合選抜制期において，来京を中心に多くの予備校が

設立されるに至った。これらの予備校はいかにして設立

されたのか，またどのような予備校があったのかを見た

上で，これらの予備校の動向を検討する。

この頃の主要な予備校の設立状況は表２に示してあ

るとおりである。これからも分かるように，たしかにこ

の時期に予備校はその数を端やすことになる。１９０２（明

治３５）年に高等学校を受験した安倍能成によれば，「東

京の様子はよく知らなかったが，粛藤秀三郎氏の正則英

語学校などは，受験科目中最も重要な英語の受験準備学

校として，東京の中学卒業生，近県の中学卒業生は，大

抵通って居たようである。後になる程受験準備学校の組

織が完備して来て，英語の外に国語，数学，物理化学

等と，試験科目の総てが網羅されるようになったらし
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表２明治３０年代から４０年代にかけての主な予

備校の設立状況

1888（明治２１）国民英学会設市

1896（明治２９）正則英語学校設立

1897（明治３０）研数学館，数学専門の塾として開校

1900（明治３３）官立学校予備校設立（東京物理学校

内）

1902（明治３５）正則英語学校，正則予備学校を設立

普通学講習会設立

1903(明治３６）開成予備学校設立（開成中学校内）

早稲田高等予備校設立（早稲田中学

校内）

1904（明治３７）京都予備校設立

1905（明治３８）中央高等予備校設立（中央大学内）

１９０６（明治３９）高等予備校設立（専修大学内）

日本高等予備校設立（日本大学内）

国民英学会，別科の中に数理化受験

科設立

1907（明治４０）明治高等予備校設立（明治大学内）

１９０８(明治４１）東洋高等予備校設立（東洋大学内）

1９１０（明治４３）東京高等予備校設立（法政大学内）

関口義「各種学校の歴史⑥－明治後期における各種

学校(4ト」及び竹内洋「立志・苦学・出世｣，ｐ,３０

をもとに作成

い｣27。とはいうものの最初から順調に数を伸ばしていっ

たわけではない。１９０１（明治３４)年には小学校や高等女

学校に準ずる予備学校を含めてその衰退が見られたと報

じられている28．その予備校に対する評価だが，それは

決してよいものばかりではなかった。

◎こういふ風に入肇試験が六ケ敷くなって，畢生が

困って居るから，受験法だとか，受験問答だとか，

答案のかきかた､.とかいふやうなものも津山出来，

受験者のために設けられた，受駿濠備校ともいふべ

きものも犀山出来た。

◎これらは受験者のためには便利ではあるが，著作

者や肇校も亦儲けているから，一筆雨得といひたい

が，中には月謝を目宛てに立てた，不親切な畢校も

あるから。事生諸君も，父兄諸君も，大に注意しな

いと，馬鹿な目に遇ふことがある。注意したまへ29。

錦町では正則橡備校，正則英語事校，国民英畢倉，

中央大事の高等受験科，錦城中畢の高等橡科。猿楽

町遷では，数理畢館，研数畢館，大成事館内の受験

科。其他，駿河裏に明治大事の高等橡備科もある。

連雀町に開成の高等隙科もある。此等の諸嬰校が，

雲の如き受験畢生の篇めに，或は「徴兵猶橡」の特
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典あることを吹聴し，或は教員の峡席なきを特色と

し，或は山的問題の特別博授を楯とし，極度迄門戸

を開放して，多大の便宜を輿へて居るのである30。

後者は「山的問題の特別博授」という側面も認識してい

ることからして，決して手放しで評価をしているとは言

い難い。しかし，多くの学生は何らかの形で予備校に

通っていたわけだし，前章で見たように地方から上京し

た学生の目的もこの予備校などの受験準備教育機関への

入学が目的だったと考えられる。では，当時の予備校の

実態はいったいどのようなものであったのか。

当時最も多くの学生を集めていたと考えられる学校に

正則英語学校，正則予備学校がある。正則英語学校は

1897（明治２９)年にすでに出来ているが,正則予備学校

はその姉妹校として１９０２（明治３５）年１０月に出来た。

正則予備学校では英語以外の受験科目を教授していた。

1906（明治３９）年ごろには正則英語学校は５，０００から

6,000人の学生を収容しており，正則予備学校は2,000

人あまりの学生を収容していたという。しかも，正則予

備学校の進学実績については，「三十五年以来の，高等肇

校，専門畢校入畢志願者で，此畢校の門をくぐらぬもの

は少ない」ということであり，実績もよかったことがう

かがえる３１。とある浪人経験者の体験談でも浪人中は私

立大学に籍を置きつつ正則英語学校に通い，翌年４月か

らは正則予備学校の臨時受験科に通ったということが語

られている32.正則英語学校の校長斎藤秀三郎の授業は，

千人もはいれそうな三階の大講堂に十人掛位の大机，そ

こに一杯の学生，席の得られぬ者は立つものもあり，教

壇の隅に坐るもあり，満場立錐の地もない人いきれの室

で行われていたという回顧もある33。

また，１９０８（明治４１）年の『中学世界」において予備

校に関する質問をしたと思われる投稿者に対する回答と

して，「官立畢校入墨準備の篇めには早稲田高等濠備校，

正則橡備畢校，正則英語畢校，国民英事曾（数理化受駿

科の併置ありて英語諸科と連絡あり）を始め其他幾つも

此種の畢校にて梢々適切のもの｣34があると答えている。

このような予備校に関する質問は時折あるようで，夏期

講習会に関する質問に対する回答としては，国民英学

会，正則予備英語学校，研数学館，数理学校などその他

各種の学校で夏期講習会が行われており，数学と英語だ

けを短期に講習するには大成学館がよいと答えてい

る35．当時は７月に入試が行われていたことからして，

受験から最も遠いこの時期は受験生の一番気が抜ける時

期でもある。しかし，そのような中で夏期講習会に関す
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表３予備校の利用状況

１

僕は受験用として，正則英語畢校の様なやり方は不

賛成だ。現に同校の校長驚藤秀三郎氏も，僕等に封

して，君等は二ヶ月や三ヶ月位英語を勉強しても物

にはならないから，今年は先づ入事試験に落第し

て，九月から又来年まで勉強し給へ｡」と綱はれた事

がある。成程文法といへば，唯或一局部に限り課読

と謂へば難句集一而かも二種類までも－のよう

な乾燥無味な者を讃むで居るのである。これで人事

試験がうかると思へば大間違である。勿論英語を二

三ヶ月の速成で物にしようと思ふ考が，既に誤って

居るのであるが，それにしても，諸君は寧ろ幽民英

語曾的に近世流儀の散文を読むとか書取聴取の練習

正則英語学校や国民英学会といった英語学校は，明治

３０年代に入り受験生が多く通うようになるにつれて，

少なくともその教育課程に関しては受験を意識した形に

変化させていっている37。しかしこの批判から察するに，

正則英語学校は多くの受験生が通っていたとはいえ決し

て教育内容においては受験を意識したものではなかった

ことが分かる。本格的な英語学習を売りにして，「先づ人

望試験に落第して，九月から又来年まで勉強し給へ」と

浪人をすすめる発言を校長自らがしている正則英語学校

はいうまでもないが,‘比較対象としてよい評価を受けて

いる国民英学会にしても，「近世流儀の散文を読む」とい

う授業が英文解釈としては短文の和訳のみが出題されて

いた当時の入試においてどれほど有効だったのかは疑問

が残る。さらにこの筆者による正則批判は続き，午前正

則予備学校，午後正則英語学校と通ったが，体力の消耗

が激しく効果がなく途中で退学したと言っている38。ち

なみにこの筆者がすすめる学校として，「開成中事校の

補習科と早稲田の高等稼備科であって，之れまでに於け

る雨校の人畢者は，可成見事な成績を示して居る。殊に

都合の好い事には，雨校共に午後である｣３９とのことで

ある。

これまで見てきたのは受験生の側から見た予備校の状

況であったが，予備校を設立する側から見て予備校の運

営にはどのようなメリットがあったのだろうか。表４は

主要な予備校の設立願や学校案内書のデータに見られる

各予備校の授業料の一覧である。これらの予備校はその

１ １

る質問があるということは予備校に対する関心の高さの

一端を見てとることができる。

ところで，１９０９（明治４２）年の『中学世界』の記事の

中に何人かの受験生に準備方法を聞いた結果が掲載され

ている。この記事は前章で紹介した一高への受験者の殺

到を批判している記事であり，この記事の筆者は自宅学

習が効果的であると考えている上に，母数も少ないとい

う難点があるが，当時の受験生の学習の実態を垣間見せ

る貴重な調査である。その結果は表３のとおりである。

自宅学習に関してはたしかに現役合格（第一回目）の受

験生に多いが，浪人をすればやはり何らかの形で予備校

に通うことがうかがえる。しかし，このような予備校に

対して痛烈な批判も存在していた。以下に示す記事は，

これまで言及した記事の中では評判のよい予備校として

論じられていた正則英語学校，正則予備学校に通った経

験のある学生からの投稿である。

一老兵「誰れか一高の堅塁を抜く乎」「中学世界」第１２巻第４号，ｐ､１３４より

をする方が，英語の肇力を進歩せしむる事が出来な

いまでも，畢力を退歩せしむる虞がない36。
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3８

表４主要な予備校の授業料

５００

定員束惰月謝 全授業料学校名 年 学 科 年度 限

2.5

国民英学会 明治３７年 普通科

受験科

正科

英文学科

会話専修科

1年 １
１
１
１
１

２
８

ｌ
１
１
Ｌ
Ｏ

月
月

ケ
ケ

３
６

1年

６ヶ月

年

１学期

１学期

年

１学期

年

年

１学期

1学期

1学期

明治３７年 予科

普通科

普通受験科

高等受験科

文学科

予科（夜間）

普通科（夜間）

高等科

月
月

ケ
ケ

６
６年

年
年
年

１
１
１
３

正則英語学校

５
５

７
２
５
７
２

０
１
１
Ｌ
Ｌ
Ｑ
１
Ｌ

●

５
５
５

●
●
●

１
１
１
１
１
０
０
０3年

５
５
５
５
５

●
●
●
Ｇ
ｅ

ｌ
１
１
１
１
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

１０ヶ月中央高等予備校 明治３８年 ２ 1.5１７０

高等受験科

中学速成科

中学予備科

中学英語科

中学数学科

１０ヶ月高等予備校 明治３９年 １ 1.5１４０

５
５
５

５
７
７
７

２
Ｌ
Ｏ
ｕ
Ｑ

日本高等予備校 明治３９年 ３

５
５
５

●
●
●

１
１
０
Ｏ
Ｏ

１年３ヶ月明治高等予備校 ０

社会学研究科紀要第５１号２０００

明治４０年

早稲田高等予備校 明治３６年

東京高等予備校 明治４３年 １

1５０

３００

１

正則予備学校 高等受験科

数理化学受験科

数理化学初等受験科

普通受験科

普通科

国語漢文科

数学高等科

数学普通科

数学初等科

理化学科

37.5

明治３６年 ２
２
２
２
２

。
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１

私立大学予科の授業料(参考）

明治３６年

明治

開成予備学校 月ケ０１
年
年
年
年

３
１
５
５

０
０
０
０
０

０
０
５
５
５

１
２
１
１

東 京法学院大学明治３７年予科

束傭・月謝・全授業料の単位はすべて円。

国民英学会・正則英語学校・私立大学予科の各校：『官公私立諸学校改訂就学案内」より

高等予備校：『専修大学百年史｣，ｐ､８４６より

日本高等予備校：『日本大学九十年史上」（日本大学，1982)，ｐ､３３４より

東京高等予備校：『法政大学百年史』，ｐｐ・’84-185より

正則予備学校：『中学世界」第６巻第１号，ｐ､１９７より

上記以外：設置願（東京都公文書館所蔵）より

２

２

2６

法政大学

３７年 1年６ヶ月高等予科早稲田大学

明治３７年大学予科 1年６ヶ月 ２



明治後期における旧制高等学校受験生と予備校 ３９

ほとんどが半日の開講であったにもかかわらず，全日制

の私立大学の予科とほぼ同じくらいの授業料を徴収して

おり，もし定員通りあるいはそれ以上の学生を集めるこ

とができれば高収入が期待できる教育機関であることが

分かる。実際に国民英学会や正則英語学校などは定員を

定めていないため相当多くの生徒が集まっていたのであ

ろう。そうであれば，新しく予備校として教育機関を立

ち上げるということも，英語学校が教育内容にまでは手

を加えないまでも受験用の教育課程の設置を進めていく

ということも理解される。

(2)私立大学・中学校と予備校

総合選抜制期前後に設立された予備校の中には私立大

学や中学校が設立した予備校が存在している。これらの

学校は学校制度の中で一定の位置を占めている学校であ

り，この種の学校が予備校を設立するということはある

種の矛盾を抱えることになる４０．では，これらの学校は

いかなる事情のもとに予備校を設立することになったの

か，そして母体となる学校に対してその予備校がどのよ

うな位置付けのものとして存在していたのか，まずは私

立大学の設立した予備校を，次いで中学校が設立した予

備校について検討する。

私立大学が予備校を設置するに至った理由としては，

前節で示した収入面におけるメリットという点と１９０３

(明治３６）年の専門学校令との関係による点との２つが

考えられる4'。専門学校令によって大学という呼称を求

める私立の専門学校は予科を設置せざるを得なくなった

のである。しかし，実際に予科を運営するにはさまざま

な問題があった。教室や教員の確保といった問題，そし

て何よりも大切なのは学生の確保であった。そこで考え

出されたのが，予科と同時に予備校を経営することだっ

たと考えられる。ここでは明治大学が設置した明治高等

予備校をもとにこの点を検討する。明治高等予備校は

1907（明治４０)年に明治大学に付設されたものだが，明

治大学ではこれに先駆けて１９０３（明治３６）年に高等予

科が設置されていた。この高等予科の設置は明治専門学

校が専門学校令によって明治大学になる前のことであ

る。この高等予科はもちろん明治大学への入学のために

設置されたものであったが，１９０３（明治３６）年度の高等

予科の学生原簿を分析すると，在籍者７３７名のうち卒業

したものは１０９名であり，その他の者はさまざまな理由

でやめていったようである42．このような実態をふまえ

ると，高等予科は大学本科などへの予備教育機関であっ

たと同時に，他校を含めた高等教育機関への予備教育機

関であったといえるのであり，実際に高等予科の広告に

｢他大学高等学校諸官立学校等に入るのに便宜あり」と

いう表現があったり，その他の資料にもこのような趣旨

の表現が見られたりすることからも理解できる43．高等

予科がこのような状態だったことからして，いわば高等

予科の進学準備教育部分を拡大，幣備した形で高等予備

校の設置に至ったと考えることは決して困難ではない。

この明治高等予備校の実態を見る手がかりとして，以下

に設立時（1907（明治４０）年）の教室割と１９１２（明治

45,大正元）年の高等予科と高等予備校の設置科目と担

当教員をあげておく。

1907（明治４０）年明治大学高等予科・明治高等予備

校教室使用状況（数字は教室番号)４４

高等予科

午前８時～午後２時１，３，４

午後２時～午後４時２，５

高等予備校

午前８時～午後２時２，５，６

午後２時～午後４時１，３，４，１０，１１

１９１２（明治45,大正元)年明治大学高等予科・明治高

等予備校教員（斜体は兼任の者)４５

高等予科高等予備校

倫理吉田静致

国語内海弘蔵内海弘蔵，

森治蔵

漢文』１２＃参，平井：参，

笹///種郎(兼東洋史）笹///種郎；

川合

英語佐久間偉恭，佐久聞信誌，

森 巻 吉 ， 森 巻 吉 ，

畔柳３iI太郎，畔抑菰太郎

岡田実M底岡田実暦；

高須殿郎高須蕨郎，

山崎寿琴，山崎寿毒，

高野jtZ太Zimr，高野jiZ太郎

山口鎖太，山口鏡太，

佐///議ﾂﾙ〈，佐///春水，

鏡辺半治郎，渡辺半治郎，

ウイード，村井知至，

サ ンマ ース 村田 祐治

独語松坂善吉

応用数学，中村茂男
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商業通論

数学

西洋史

歴史

論理心理

法学通論

簿記，

商業作文

地理

応用物理学

物理

応用化学

化学

応用博物学

書法

斎藤阿冥

紀平正美

石井宗吉

岡田市治

中沢澄男

須蔵伝次郎

菅沼市蔵

伊篤太郎

稲春

社会学研究科紀要

遠藤又蔵，

松村定次郎

斎藤阿冥

須藤伝次郎

菅沼市蔵

この教室割から考えるに予備校のほうが利用教室数が多

いことになる。このことからしても私立大学が設置した

予備校が多くの生徒を集めたことがうかがえる。また，

教員も予科との兼任者が多い。明治大学の場合は高等予

科の設置が予備校よりだいぶ早かったので特に問題では

ないが，このような兼任の実態からも他の私立大学にお

ける高等予科との並行運営もより現実味を帯びてくる。

また，これらの学校では第一高等学校など官立学校の教

員も教鞭を執った。以下に示すのは１９１４（大正３）年に

一時閉校になっていたが再興されるにいたった日本高等

予備校（日本大学内）の教員一覧である。これを見れば

官立学校はもちろんのこと他の予備校などの兼任の者が

多いことが見てとれる。

1９１４（大正３）年日本高等予備学校教員４６

英語森巻吉（一高教授)，村田祐吉(一高教授)，

上条辰蔵（東京高師教授)，飯塚陽平（学習院

教授)，鈴木芳松（正則英語講師)，岡田実麿

（一高教授)，岡本忠之丞(一高教授)，山口銀

太（東京高商教授)，山口巌（学習院教授)，

佐川春水（日進英語学校長)，石原益治（正則

英語講師）

数学松村定次郎（正則英語講師)，渡辺孫一郎（一

高教授)，根津干浩（正則英語講師)，梶島二

郎（工業大学教授）

国語青木正（一高教授)，杉敏介（一高教授）

漢文島田均一（一高教授）

第５１号２０００

日本・東洋史前内亘（一高教授）

西洋史今井登志喜（一高教授）

物理化学山川弘毅（一高教授）

化学近藤清次郎

次に中学校の設立した予備校について検討するが，中

学校における受験準備教育は，１８９９（明治３２)年の中学

校令により設置が認められた補習科からはじまるという

ことができる。補習科は本来９月入学の高等学校との接

続関係のために設置されたものであり，その意味では本

質的に受験準備という側面を持っていたといえる。東京

における中学補習科の実態は，前章で紹介したように東

京に限らず地方の学生をも収容した。また，徴兵猶予の

特典を受けるものが多いということもあり，徴兵猶予の

いわば隠れ蓑的な存在として機能していた。実際に「受

験準備中徴兵猶橡を要するものは，中畢の補習科へ入る

が最もよい｣４７というアドバイスも見られる。徴兵猶予

との関係ということであれば，その関係で地方の中学校

にも補習科が設置されるようになったという指摘もあっ

たが，上京遊学をせずに地元で学習をすすめたいという

学生も存在しただろうし，文部省は東京への流入者を減

らすために補習科の設置，整備を進めたという指摘もあ

る48．表５は1903（明治３６）年以降の中学校の補習科

の実態を示している。学校数においてはそれほど東京が

突出している感はないが，生徒数についていえば圧倒的

に東京が優位であるといわねばならない。

このような流れから，中学校に予備校が併設される場

合があった。１９０３（明治３６)年に開成予備学校と早稲田

高等予備校ができ，１９０５（明治３８)年に錦城予備学校が

できた。早稲田高等予備校は早稲田大学も関係している

が，早稲田中学校を校舎とし，早稲田中学校の教師も指

導にあたったことからして中学校系の予備校と考えてよ

いだろうと思われる。今ここにあげたのはすべて東京の

学校であるが，地方の中学校の補習科の実態から考える

に補習科から予備校に発展することはないだろうと思わ

れる。

私立東京開成中学校は１９０１（明治３４）年東京府の管

理を離れて私立の中学校となるが，その際すでに「受験

に必要なる事科を補修せしむ」１年間の補習科が設置さ

れていた49．その後，１９０２（明治３５）年に受験準備教育

機関としてやはり午後３時から７時までの１年間（実際

は９月から６月までの１０ヶ月）の夜学を開設し，定員

を１００名とした50。そして，先述のように１９０３（明治

36）年の開成予備学校開設にいたる。補習科，夜学の廃



校数

４１

多分に影響していると考えられる。旧制高等学校の卒業

生はほぼ無条件で帝国大学へ進学し，ゆくゆくはエリー

トとなるわけである。そのような状況に置かれている受

験生にとって入試制度改革があったところでそれは墳末

な問題にすぎない。どんな方法のもとでも旧制高等学校

に入学して，エリートの路線に乗ることこそが至上命題

なのであり，その意味で入学試験の方法が受験勉強のあ

り方に大きな影響を与えることはないと考えられる。こ

の点は後の時代における入試改革と受験生の学習形態の

変化とは大きく異なる点として考える必要があるだろ

う。また，入学試験の内容の違いという点についても注

目しておく必要がある。当時の入学試験はすべて記述式

であるが，その内容はもっぱら記憶力に依存する問題で

あったことも事実であり，その意味でも試験方法によら

ずひたすら暗記に努めることが必要であったとも推測さ

れる。この点については今後さらなる研究を進めていき

たい。

一方，中学校卒業者の増加と学校制度の整備によっ

て，予備校はそれまでの中学校と高等学校の橋渡しを果

たす教育機関から１年間にわたって浪人生の教育や３

月に中学校を卒業した受験生の学習の援助をうけおう教

育機関へと変化した。そこには予備校経営がもつ財政的

なメリットなど経営者側の問題もあっただろうが，まだ

この時期には東京の方が語学教育などにおいては充実度

が格段に上であったという事情も絡んでいたわけであ

る。さらに受験生の一高，ひいては東京への憧僚もある

のだから，いきおい受験生は東京に集まってくる。その

ような中で多くの学生を集めて経営的にも問題なくやっ

ていける土地があるとすれば，当時は東京をおいてほか

に存在しなかったと見ることができる。しかし，これだ

けではこの頃の予備校の増加は入学試験制度との有機的

な関係があるとはいえないが，総合選抜制期における一

高志望者の増加を考えると，より確実に一高へ入学する

ためにはより多くの学習を要するということになり，そ

れゆえに受験勉強を援助する予備校が増加するという考

え方も可能である。その意味で予備校の増加と入学試験

制度改革には関係があるということになるが，総合選抜

制の実施により多くの学習が必要になったかどうかとい

うことの検討なしにこれを証明することは不可能であ

る。ここでは仮説的見解として述べておくにとどめた

い。

また，予備校での教育内容も注目されてしかるべきで

ある。本論で見たように，当時の予備校が単なる試験対

策の学校とはいえないからである。予備校の教育内容に

表５中学校の補習科の設置状況

1903（明治３６）

1904（明治３７）

1905（明治３８）

1906（明治３９）

1907（明治４０）

1908（明治４１）

1909（明治４２）

1９１０（明治４３）

１９１１（明治４４）

1９１２（明治４５）

うち東京全 国
年度

４
５
７
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明治後期における旧制高等学校受験生と予備校
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止された時期やこれら３つの学校の関係は不明である

が，開成予備学校の高等受験科は定員１００名，年限は

１０ヶ月，授業時間が午後１時半から５時半ということ

で，定員，年限，授業時間とも夜学と一致していること

からして，夜学の存在は少なくとも開成予備学校に一定

の影響を及ぼしたとはいえるだろう5'。

このような中学校が設置した予備校は中学校内にある

関係で，授業はすべて午後となっている。具体的にいえ

ば，早稲田高等予備校は午後１時半から６時半までであ

る。そのため授業時間数も若干少なめになっているが，

前節でも紹介した記事の中でも開成や早稲田を評価する

声もあったことから考えれば，十分評価に値するだけの

実績をあげていたと考えることができる。

『全国中学校二関スル調査』明治３７年一大正元年より

1905（明治３８)年：京華中学校（東京）に補習科は

存在するも生徒数が不明だが，

学校数には数え上げてある。

明治後期において，旧制高等学校入試は１９０２（明治

35）年から１９０７（明治４０）年にかけての総合選抜制を

はじめさまざまな入試改革が行われたが，受験生の動向

についていえばそれほど大きな影響があったとはいえな

い。たしかに学校間格差を助長するような風潮もあった

し，その意味では影響を受け，また実際の学校間格差に

影響を与えていくことにもなったのだろうが，そもそも

受験生における東京願望，ひいては一高願望というもの

は総合選抜制によって引きおこされたものではない。そ

の意味では受験生には入試制度改革による影響があった

とはいえないのだが，はたしてなぜそうなのであろう

か。その原因はさまざまなものがあるのだろうが，一つ

には当時の旧制高等学校がもつステータスというものが

おわりに
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ついては多くの受験生を迎え入れるようになった現在に

おいてなお必ずしも受験準備に即した内容といえるかど

うかは疑問の部分があるし，入学試験は基本的にそれま

で学習してきた内容について考査するのだから，そもそ

も入学試験の準備教育といった特別なものが存在すると

は言いがたい。そうであるならば予備校とはいったいど

のような学校なのだろうか。今後の研究とつなげていく

ことで予備校という教育機関の全体像，そしてその可能

性を明らかにしていきたい。この点についても入試問題

の内容の分析が必要であるといえる。それにより，入試

のための準備教育を施す予備校の位置付けがさらに明確

になるであろうし，旧制高等学校に入学する学生に求め

られていたいわゆる教養についてや度々問題となってい

た学力面での中学校との接続関係についても明らかにな

るであろう。

【註】

ｉ当時の帝国議会では何度も高等学校増設案があがっていた

し，さまざまな県で高等学校を誘致する運動もあった。

２たとえば帝国教育会では８年制の中学校に３ないし４年制

の大学という制度が構想され，学制改革同志会では高等学

校は大学予備門とすることが構想された。

３たとえば「山田邦彦氏の尚等学校入学試験談」『教育時論』

６００号(1901.12)ｐｐ､４８－４９

４文部省専門学務局『明治三十八年度高等学校大学予科入学

者選抜試験報告」（1906),ｐ､１

５厳密には１９０９（明治４２）年と１９１０（明治４３）年入試は第

七高等学校造士館を除く学校で共通試験による入試を行っ

た。

６総合選抜制期を中心とする明治後期の旧制高等学校入試に

ついては，拙諸『明治３５年から４０年の旧制高等学校入試

における全国総合選抜制度に関する考察」（修士論文，慶薩

義塾大学，2000,未刊）を参照されたい。

７拙稿「近代日本における予備校の歴史」「慶応義塾大学大学

院社会学研究科紀要」第４８号(1999.3）

８①英語学校が予備校化したもの，②私立大学（専門学校）が

設置した予備校,③中学校が設置した予備校,④受験準備教

育機関が設立したもの。この時期の予備校の類別法につい

ては，前掲の拙稿及び関口義「各種学校の研究⑥－明治後期

における各種学校(4)－」『各種学校教育」第７号(1965)を

参照。

９不知火「一高受験者心得」「中学世界」第９巻第７号

（1906.6),ｐｐ､’28-129

101902（明治３５）年の８０点以上の者は８名，１９０３（明治

３６）年，１９０４（明治３７）年はそれぞれ２名である。

ｌｌＳＮ「高等学校受験案内」「中学世界」第１０巻第１２号

（1907.9),ｐ､５０

１２同前，ｐ､６１

１３某係官談「一高入学試験雑話」「中学世界」第９巻第１０号

（1906.8),ｐ・’２６

１４－老兵｢誰れか一高の堅塁を抜く乎｣「中学世界」第１２巻第

４号(1909.3).ｐ､１２４

１５当時の東京．京都の両帝国大学の比較については潮木守一

Ｉ京都帝国大学の挑戦」（名古屋大学出版会，1984）第５

章・第６章を参照されたい。たとえば,京都帝国大学法科大

第５１号２０００

学では文官高等試験等で多くの合格者を輩出できないと

いった事情を抱え，１９０７（明治４０）年に東京帝国大学法科

大学に追随する形で，３年制を４年制にし，カリキュラムも

変更した。

１６１９０６（明治39）年から１９０８（明治４１）年入学，１９０９（明

治４２）年から１９１１（明治４４）年卒業の各々の成績優秀者

の進学先は，「高等学校入学，卒業及帝国大学卒業ノ三点二

於テ各成績良好ナルモノノ他ノー点二於ケル成績調」（慶膳

義塾大学図書館所蔵）で知ることができる。

１７前掲「誰れか一高の堅塁を抜く乎｣，ｐｌ２７

１８少年園編『明治３５年東京遊学案内」（内外出版協会，

1902)，ｐｐ､２７－４１

１９前掲「一高受験者心得｣，ｐ・’2８

２０前掲「一高入学試験雑話｣，ｐｐ､125-126

２１前掲「誰れか一高の堅塁を抜く乎｣，ｐｐ､130-134

２２島渓生｢東京中学と地方の中学｣｢中学世界｣第１０巻第８号

（1907.6),ｐｐ､７３－７４

２３前掲「高等学校受験案内｣，ｐ､４７

２４同前，ｐ,４６

２６京都帝国大学自彊会同人編『学界之先縦青年修学指針」

（東京博文館，1906)，ｐ､175

２６同前，ｐ・’7５

２７安倍能成「落第と落第の前」辰野隆編「落第読本」（鱒書房，

1955)，ｐｐ・’4－１５

２８「予備学校の衰頼」「教育時論」第５６９号(1901.2),ｐ,３７

２９「入学試験の今昔」『中学世界」第９巻第４号(1906.3),ｐ､６４

３０ｐ,ｐ､ｐ,「受験学生の巣窟」「中学世界」第１０巻第１２号

（1907.9),ｐ､８３

３’「専門学校入学志願者に告ぐ」（｢学事顧問」内）「中学世界」

第９巻３号(1906.3)，ｐ､１６３

３２紫雨｢高等学校受験準備の一年｣「中学世界｣第１１巻第３号

（1908.3),ｐ､１２１

３３内山常治｢教壇に於ける斎藤先生｣大村喜吉「斎藤秀三郎伝

一その生涯と業績一』（吾妻書房，1960)，ｐｐ､292-295

３４「学事顧問」『中学世界」第11巻第５号(1908.4),ｐ､１５０

３６「学事顧問」「中学世界」第１２巻第９号(1909.7),ｐ,１３５

３６平凡生「僕の受験経験談」「中学世界」第１２巻第４号

（1909.3),ｐｐ・’5０－１５１

３７前掲「近代日本における予備校の歴史｣，ｐ,２６

３８前掲「僕の受験経験談｣，ｐ・’5２

３９同前，ｐ・’5２

４０たとえば中央大学では社員総会で高等予備校設立に対して

否決の決議がなされた。

４１専門学校令と予備校の設立との関係については，前掲｢近代

“職餅｢鱒鰯貴鵬輔蓋熱生の糞
態」「明治大学史紀要」１０(1992),ｐ､６８

４３同前，ｐ､７１

４４「私立明治高等予備校設立願」『資料明治大学教育制度発

達史稿」〔3〕（明治大学，1978)，ｐ､２７

４５「各科大学・各専門部学科及び講師」『資料明治大学教育

制度発達史稿」〔3〕，ｐｐ､122-124

46『日本大学七十年略史」（'1本大学，1959)，ｐ,１５０

４７「学事顧問」「中学世界』第１３巻第１１号(1910.9),ｐ､１４２

４８米田俊彦「近代日本中学校制度の確立」（東京大学出版会，

1992)，ｐ,１３２

４９『東京開成中学校校史資料』（東京開成中学校，1936)，ｐ､８２

５０同前，ｐ､８７

５１「設立願開成予備学校」（1903（明治３６）年１０月１６日，

東京都公文書館所蔵）

(付記）本論文は，文部省科学研究費補助金による研究成果の

一部である。


